
広報 つ！　令和２年２月１日号4

　創業を考えている人や創業後間もない人のための、ゆる～く和
やかな学びと交流の場として、ビジネスカフェを開催します。
内　容　海住笑子さん(Lami Kitchen代表)とのトークセッショ
ン「わたしの創業ストーリー～食卓にワクワクを届けたい～」、
交流会

定　員　20人
申し込み　電話またはＥメールで、住所、氏名、電話
番号を経営支援課(　229－3360@city.tsu.lg.jp)へ
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問い合わせ　保険医療助成課　　229－3158　　229－5001
保険適用外の不妊治療費の一部を助成
令和元年度の申請は３月31日　まで

第２子以降の特定不妊治療に対する助成
　１人以上の実子がいる夫婦で、通算助成回数の上限に達した人については助成回数を
追加できることがあります。詳しくはお問い合わせください。
助成金額　１回の治療につき15万円(治療内容によっては７万5,000円)を上限に助成

特定不妊治療費（体外受精・顕微授精）、一般不妊治療費（人工授精）の助成
三重県特定不妊治療費助成事業 津市不妊治療費助成事業

助成内容

対象者

助成金額

助成回数
※年齢は、初めて特定不妊治療費の助成を受けたときの治療開始日時点での妻の年齢で判断します。
※男性不妊治療は、特定不妊治療（体外受精・顕微授精）に至る過程の一環として行われる手術などをいいます。

次の全ての要件を満たす人
●法律上の夫婦　●夫婦双方または一方が市内に居住　●体外受精・顕微授精は、指定医療機関で治療を受けた人
●夫婦の前年（１～５月の申請は前々年）の所得の合計額が730万円未満（諸控除があります）

●39歳以下…通算６回　●40歳以上43歳未満…通算３回　※年間制限なし　※妻の年齢が43歳以上で開始した治療は対象外

体外受精・顕微授精・男性不妊の治療費のうち、保険
適用外の自費分の一部を三重県が助成（ただし、体
外受精・顕微授精は採卵に至った場合が対象）

体外受精・顕微授精・男性不妊・人工授精の治療費のうち、保険適用外の自
費分の一部を津市が助成（ただし、体外受精・顕微授精は採卵に至った場
合が対象）

●体外受精・顕微授精…１回の治療につき15万円（初
　回の治療に限り30万円、ただし治療内容によって
　は７万5,000円）を上限に助成
●男性不妊…１回の治療につき15万円を上限に助成
　（平成31年４月１日以降に開始した治療を対象に
　初回治療に限り30万円）ただし治療内容によって
　は助成対象外となる場合があります

10万円を上限に次の内容で助成
●体外受精・顕微授精…三重県特定不妊治療費助成事業による助成額を控
　除した額
●人工授精…費用の３分の２（医師が人工授精を開始すると決定した時か
　ら一定期間継続した治療が対象）

５万円を上限に次の内容で助成
●男性不妊…三重県特定不妊治療費助成事業による助成額を控除した額
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問い合わせ　経営支援課　　236－3355　　236－3356
ビジネスカフェにお越しください
人気企画！すてきな創業者さんとのトークセッション開催

2 19 14:00~16:00(13:30開場)
津市ビジネスサポートセンター水

火

津市ホームページ
ビジネスカフェ

前回のトークセッションの様子

津市ホームページ
不妊治療費助成制度

いずれも
申請方法　申請に必要な書類などを電話または津
市ホームページ等で確認の上、申請期限までに
保険医療助成課(〒514－8611 住所不要)また
は各総合支所市民福祉課(市民課)へ提出。三重
県特定不妊治療費助成事業の申請は、県津保健
所(　223－5290)でも受け付けます。 ※郵送の
場合は簡易書留郵便で提出

申請期限　不妊治療が終了した日から60日以内
※やむを得ない理由により60日を超えた場合は遅
延理由書が必要です。ただし、治療が終了した
日の属する年度内の申請に限りま
すので、令和２年３月31日(火)ま
でに申請してください(郵送の場
合は消印有効)。


